
４月24日、町民センターで率浦大学の入講式を行いました。
率浦大学では、町議会の傍聴、座禅体験や、五城目上小阿仁

間駅伝競走大会でのボランティア活動など、月１回の学習会を
通じ、新たな知識を習得し、仲間との交流を深めていきます。

今年度の入講生は28人。入講生を代表して永井美世子さん
（69歳・雀舘）が、「多くのことにチャレンジする姿勢を持ち
続け、実りある学生生活を送る」と誓いの言葉を述べました。

４月25日、役場正庁で町内会長会総会が開催されました。
総会では、町内会長を通算５年以上務められ退任された

佐々木真作さん（蓬内台・９年）、大石和雄さん（曙町・８年）、
小玉多智美さん（八田・７年）、猿田春紀さん（岩野・６年）、
本間信義さん（帝釈寺・６年）、石井稔さん（門前・６年）、
石川勇さん（水沢・６年）の７人に表彰状が贈られました。

議事では、平成30年度事業・決算報告、令和元年度事業
計画、予算案などが承認されました。

また、役員の改選が行われ、金野實さん（平ノ下町内会長）
が会長に再任しました。本年度の役員は以下のとおりです。
▶令和元年度町内会長会役員（敬称略）
　会　長　金野　　實（平 ノ 下）
　副会長　永井　正則（雀　　舘）
　　　　　石井　　忠（小 野 台）
　会　計　伊藤　　誠（岩　　野）
　幹　事　小玉　哲司（舘　　町）
　監　事　舘岡　　司（東磯ノ目）
　　　　　石井　　豊（黒　　土）

５月12日、朝市通りで春の朝市「山菜まつり」
と「ごじょうめ朝市plus＋」を開催しました。

朝市通りには、シドケやアイコなど旬の山菜や、
雑貨や小物、お菓子など、86店舗の出店があり
ました。

もれなく山菜が当たる抽選コーナーや、だまこ
そば、山菜汁、だまこ鍋などのお店には行列がで
き、朝市通りは町内外から訪れた6,500人でにぎ
わいました。

４月28日、「みちのく渓流釣り大会 in 
馬場目川２０１９」が馬場目川上流部で
開催されました。

25回目となった今大会には県内外か
ら40人が参加し、釣り上げたヤマメ、
イワナ３匹の大きさの合計を競い合いま
した。

大会の優勝者は小坂朋也さんで、釣り
上げた３匹の大きさの合計は84. ３㌢と
なりました。

小坂さんは、「この大会に出場するの
は今回が２度目となりましたが、まさか
優勝するとは思ってもいませんでした。
粘り強く釣ったかいがありました」とお
話ししていました。

▶特別賞（敬称略）
　イワナ大物賞　　　　佐藤　　浩（秋田市）　38.０㌢
　ヤマメ大物賞　　　　奥山　芳男（青森県）　29.０㌢
　ルアーマントップ賞　小坂　朋也（岩手県）　84.３㌢
　クリーンアップ賞　　中崎　順造（青森県）
　はるばる賞　　　　　飯島　　實（東京都）

▶大会結果（敬称略）
　優　勝　小坂　朋也（岩手県）　84.３㌢
　準優勝　斎藤　幸司（岩手県）　83.０㌢
　第３位　小屋敷雅義（青森県）　78.３㌢
　第４位　奥山　芳男（青森県）　77.５㌢
　第５位　土田　　博（羽後町）　76.９㌢
　第６位　吉田　久隆（男鹿市）　76.７㌢
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入講生を代表し、誓いの言葉を述べた永井美世子さん

旬の山菜を求めて、町内外から多くの方が来場しました。
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25回目となった今大会には、県内外から40人が参加しました

合田徹さん（岡本二区
町内会長）が議長を務
め、出席者が町内会か
ら町への要望など意見
を出し合いました（上）
金野實さん（平ノ下町
内会長）が町内会長会
会長に再任（右）

小坂朋也さんが初優勝を飾る
みちのく渓流釣り大会in馬場目川２０１９
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令和元年春の叙勲で、前町消防団長の一関鐐一さんが
瑞宝双光章（消防功労）を受章されました。おめでとうございます。

釣り上げたヤマメ、イワナ３匹
の合計が84.3㌢となり、初優
勝を果たした小坂朋也さん


